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野外科学での創造性開発効果の定量評価































































W 型問題解決モデルは，モデル開発の初期段階において「簡単な W 型の図解」（川喜田，
1967）として示された（図１）．ただし，川喜田（1967）のあとがきに「W 型の問題解決モデ
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